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衣川台だより

新型コロナウイルス感染症はまだ治療に有効な薬や予防に有効なワクチンがない

病気です。一方でこの感染症は高齢者や基礎疾患のある人が重症化しやすいことが
分かっています。また、感染経路は⾶沫感染・接触感染であることも分かっていま
す。
今後さらに影響があるといわれる新型コロナウィルス。基本的な感染予防対策を

徹底しつつ、外部からのウイルスの侵⼊を防ぐよう感染経路を遮断することがとり
わけ重要です。また、家族や近所で感染が発⽣した時に早期に適切な対応をとるこ
とで、衣川台に感染を拡大させないことも重要です。
滋賀県ではコロナ禍における新しい⽣活様式の提案をしています。皆さんで実践

して、あなたと大切な人を新型コロナウィルスから守りましょう。
（衣川台自治会 会⻑ 堀内敦司)

新型コロナウィルスはまだまだ油断できません



成安造形大学 学⽣寮 建設予定に対する自治会の対応

衣川台だより12月号（2）

今年9月末に右の敷地にて
成安造形大学の学⽣寮の
建設予定であると聞いた
ので確認してほしいと近
隣住⺠より連絡がありま
した。自治会として大学
側に確認をした所『2022
年春に学⽣が⼊居する為
の学⽣寮が出来る予定』
であることがわかりまし
た。自治会役員会で情報
共有する為に、大津市役
所 開発調整課と建築指
導課に確認。

また、建設に対して要望する際に⺠事訴訟に発展しないか法テラス
滋賀の弁護⼠に助⾔を受け、かつ、近隣自治会でも同様の事がないか、
ある場合はどのような対応をされているか仰⽊の⾥自治連合会、⼭ノ
下自治会、仰⽊台自治会、⾥南自治会の会⻑と情報交換をしました。
⼟地の売り主や建設予定者である成安造形大学の理事⻑とも話し合い
をし、近隣住⺠の⼼配ごと（⽇照権や住宅街に集合住宅ができること
で閑静な環境が乱れないか等）も再度お伝えしているものの、現時点
では、『春先に図面が出来るので、その時に説明会をしたい』との返
答から先にすすんでいない状況です。
単に『建設反対』ではなく、建設や不動産のことをよくご存じの方
からの意⾒をうかがいながら学⽣寮建設についての交渉の在り方につ
いて念⼊りに協議が必要であることや、学⽣寮の建設についての協議
が年度をまたがることから、自治会役員会のみでは対応は難しいと判
断し、11月28⽇より専門委員会を設置しました。
今後の動向については、専門委員会を通じて随時住⺠様にお知らせ
する予定ですので、よろしくお願いします。
（文責 衣川台自治会 会⻑ 堀内敦司）
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環境保全部⻑ 池⽥ 明 (10組 )

環境保全部長を担当することになりました 10 組の池田です。

平成 15 年度に自治会長を務めさせて頂き、まさか 2 度目の自治

会役員を担当するとは思っておりませんでした。80 歳の高齢とな

りましたが、環境保全部長として住みよい衣川台を目指して、住

環境など維持改善に努めてまいりますので、よろしくお願いいた

します。なお、仰木の里小学校への通学路沿いの花壇の維持管理が永続してできるよう環境

部長が責任者となり衣川台花づくりグループ 9 名の協力員の皆様に維持管理作業をお願い

することといたしました。通学、散歩の途中の憩いの場となれば幸いです。

⽂化体育部⻑ 吉⽥ 友宣 （8組）

本年度、文体部長を務めさせていただく吉田と申します。よろし

くお願いいたします。文体部長という大役をお引き受けして、どう

なることかとものすごく不安でしたが、春祭りを終え、その不安も

解消しつつあります。というのも、自分の至らない点を、自治会役員

各組組長をはじめ、衣川台の皆さまが手を差し伸べて助けてくださ

ったからです。このような頼もしい役員さんや自治会員さんたちに支えられていることに

感謝しつつ、これからの各種スポーツや夏祭りをはじめとした文化体育行事を元気よく、楽

しく開催していきたいと思います！隣近所、ご友人同士声かけ合い、誘い合ってのご参加を

こころからお待ちしています。

会計 ⼤明 寛治 （４A組）

2019年度衣川台の会計を担当させていただきます４A組の大明と

申します。責任ある会計で自治会に最大協力ができると考えお引き

受けしました。

ご迷惑をお掛けする事があるかもしれませんが、よろしくお願い

致します。
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自主防災部の活動紹介

自助・共助・公助

『⼀⼈⼀⼈が取り組む防災』が『地域⼒アップ』につながる !

自主防災部 筆頭副部⻑ 中村 ⼗規⼈

「天災は、忘れたころにやってくる・・・」とよく言われます。 確かに、最近の大きな自

然災害をみても 2011年には、東日本大震災が起き、同年には新燃岳が噴火、台風 21号に

よる豪雨災害 …… 2016 年には熊本地震が、昨年 2018 年には西日本を中心とした豪雨

災害、北海道胆振東部地震やそれに伴う大停電等が起っています。どの災害も事前には、予

期できていません。

災害時にまず期待したいのは、県や大津市などの行政の取り組む『公助』です。しかし、

大きな災害時には、行政の救助等はすぐには来てくれません。

災害による被害をできるだけ少なくするためには、「自助」即ち自分の身を守ることが大

切です。自分が無事でいれば、周囲への支援も可能です。

「自助」は、災害に備え家の内外の安全対策をしっかりしておくことと、身の守り方を知

っておくことが必要です。また、水や食料などの備えをしておくことも重要です。防災対策

には、十分とか絶対というものはありません。一人ひとりが、災害の被害をできるだけ少な

くする対策を講じましょう。

自主防災部は、衣川台の地域住民が連携協同して災害の被害を未然に防止し、被害を軽減す

ることを目的に活動しています。引き続き積極的な参画とご協力をお願いするとともに、子

育てや防犯、地域の美化や保全、安全な交通等の地域力をアップし、住みやすい街を作って

いきましょう。
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自治会協⼒団体のご紹介

衣川台太⿎倶楽部 代表 ⽥村修⼆ （7組）

今年も春祭りでは太鼓倶楽部の子供達に OB や太鼓の好きな 6 年生が加わり、元気に太

鼓を打ってくれました。前日の宵宮では手にまめができるほど、延々1時間も休みなく太鼓

を打ち続けて、お祭り気分を盛り上げてくれました。

本祭り当日はあいにく雨模様で神輿の行列はなかったのですが、当日のふれ太鼓はトラ

ックに乗って、衣川台を隈なく回りました。多分、

どこのお家にも太鼓の音が間近に聞こえていたと

思います。自治会文体部の皆様、子供会の父兄の皆

様には準備や付き添いをしていただき、お礼を申し

上げます。現在、練習に参加している子供は 6年生

2 名、5 年生 2 名と少ないですが、今からなら夏祭

り出演に間に合うので、是非もっと多くの子供に参

加してほしいと願っています。

衣川台⽼⼈クラブ（みどり会）会⻑ ⼭⼝ 信治（15組）

大正から昭和へ、昭和から平成へ、平成そして令和へ

もろもろの感謝の上に衣川台老人会（みどり会）は今・・・

37年前、この地に産声をあげた老人クラブみどり会です。

まず立ち上げてくれた先人たちの労に“ありがとう”と申しあげます。

つぎにこの地（衣川台）にクラブの仲間たちがいることに、私たちが自由に活動できる場

が、衣川台自治会館（文化ホール）があることにも感謝してます。加えて私たちを温かく

見 守りと支えがあること、なによりも活動資金を頂戴していることも忘れてはいません。

下支えをしてくれているスタッフに恵まれていることや、昨年と今年の２年間は上部

団体の仰木の里学区老人クラブ連合会の役職として連合の会長、女性部長、会計などなど重

責を担ってくれていることも感謝を忘れていません。

世は超高齢社会を迎え高

齢者のお世話や介護、孤独や

孤立への支援、年金、医療など

社会保障、交通アクセスなど

など、国がいう地域でどこまで支えあえるか新しい問題として取り組まなければならない

課題が山積しています。

まず私たちが元気で地域に暮らし、すこしでも地域に役立つ高齢者集団として一石を投

じられるよう学びと備えをしています。今年の計画のなかに「百歳時代をいきる学びと備

え と題し元県知事の国松善次氏の講演や BOH スタッフによる講演会を予定しています

。広 く皆さんと一緒に学ぶ公開講座を企画しています。その他夏祭盆やちいさなボラン

テイア として発展途上国へのワクチンのためのキャップ集め、赤い羽根募金、幼稚園や小

学校のこ どもたちとの世代間交流等々多彩な活動に励んでいますので声援をおねがいしま

す
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ストレッチサークル 代表者（講師）⼭岡 雅⼦

衣川台ストレッチサークルは 40 代から 100 歳のご高齢の方まで幅広い年代が活動して

いるサークルです。

火曜日/週 13：30～15：00 まで

衣川台南自治会館で（近くて便利）

ヨガマットの上でのストレッチ

床で行うストレッチ（無理な人は椅子を使用）

体幹トレーニング等

転倒の危険性、歩行速度が遅くなる、姿勢が悪くなるなど、年を重ねるごとに身体機能
の衰えが気になります。
それらを少しでも遅らせるために柔軟性、敏捷性、体幹トレーニング等、無理のないスト
レッチで楽しく、

継続は⼒なり！！をモットーに活動しております。

当サークルは平成 13年から 18年間永きにわたり（グループ名は変更）地域に密着した

活動が認められ公益社団法人 日本エアロビック連盟の「Smile」という機関誌（全国

版）の 83 号に掲載されました。大変名誉なことでありサークル会員一同ますます張り切

っております。地域の皆様も是非見学においでください。お待ちしております。

山岡先生は約 20 年もの間、エアロビックに携わり、地域の皆様、特に高齢者の皆様の健康

で明るい毎日を過ごすために身体を動かすことの重要性を説かれご指導されておられます

その実績が認められ公益社団法人「日本エアロビック連盟」より第 1 回目の功労者（全国

で

数名）に選出され平成 30 年 6 月に東京にて表彰されましたことをご報告いたします。先生

のますますのご活躍をお祈りし、私たちも和気あいあいとマイペースでストレッチを続け

たいと思っています。生徒一同

サークル寺⼦屋 かわらばん 星川弘美 （9組）

異世代間交流を目的とした活動をしています、サークル寺子屋です。主な活動は…

・親睦会（通称パブ・子どもから大人まで大人気！）

・小学生と衣川台名人さんとの『もの作り交流会』（夏休み開催）

・お餅つき（衣川台パパさん大活躍！・11月頃）

・かるたの会（不定期）など…です。興味のある方、ご連絡下さい。
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衣川台謡曲同好会 （松韻会）会計兼代表 ⽜尾定勝（11組）

当謡曲同好会は毎土曜日 9:30～11:30 頃まで（又は水曜日 16:00～18:00）南自治会館で

謡曲の練習会を行っています。メンバーは男性 3 人、

女性 2 人計 5 人、会費は 500 円／月です。

練習方法は、ベテランの 10 組岡田 融さんをリー

ダとし、メンバーがそれぞれ選んだ曲目を順番に、1

曲 12 枚とすれば、1 日 4 枚程を先ず玄人のテープを

じっくり聞き、4枚分を 3 分割して 1 人 1／3 ずつ順

番に、テープに習って謡い（この時リーダが適宜指

導）、1人が 1／3、2／3、3／3の全部を謡ったところ

で 1 日を終えます。このようにして 1 曲ずつ皆が歌えるように練習し、春、秋の年 2 回行

われる堅田、真野等の近隣謡曲同好会との合同発表会に備えます。

なお、会費がある程度貯まったら、謡曲にちなんだ所へ出掛け、謡曲とお食事を楽しむ予

定です。もし、謡曲に関心がおありになるかたは、ぜひお気軽に上記練習会の見学においで

下さい。

⼦ども会 会⻑ ⽔⾕展⼦ （5 組）

現在、高校２年の長女が小学生だったころから、長年お世話になっ

てきた子ども会に、恩返しをするつもりで、今年度、会長を引き受け

させていただきました。副会長、書記、会計の本部役員と、登校班の

連絡員 7 名の皆さんと一緒に協力しながら、子どもたち同士が楽し

く、仲良くなれるような活動をしていきたいと思っています。なにぶ

ん不慣れで、わからないことが山のようにあり、右往左往どころか、

路頭に迷い、途方に暮れながらのスタートでしたが、前年度までの役

員の方々にその都度、お尋ねしつつ、ようやく進むべき道が見え始めたところです。

さて、衣川台の子どもの人数は年々減少傾向にあり、今年度の新１年生はたったの 3 人、寂

しい限りです。この先の子ども会の在り方を見据えて、行事や業務の見直しも行いつつ、従

来の子ども会活動がさらに充実したものになるよう、役員一同がんばります。住民の皆様の

ご協力をお願いすることもあるかと思います。どうぞよろしくお願いいたします。

廃品回収（⼦供会＋オアシス）

子供会とボランティア「⾐川台オアシス」では、毎月、第 3 日曜日に廃品回収を実施

・新聞・広告（ホッチキス⽌めは雑誌へ）

・本・雑誌（ホッチキス⽌めのパンフなど含む）

・ダンボール

・雑紙

・アルミ⽸（スチール⽸は対象外）

の 5 つに分類して、回収しています。廃品回収の収益金は、子ども会、オアシスの貴重

な活動資金として有効活用されています。一般の回収業者に出したり、普段のゴミと一緒

に捨てたりしないで、廃品回収にご協力ください特に、雑紙があまり浸透していないよう

ですが、雑誌を廃品回収に出すと、毎週、火曜日と金曜日に出している燃やせるゴミの量

を減らすことができます。お金になる資源を、燃やしてしまうのは勿体ない話です。ティ

ッシュの箱、お菓子の箱、包装紙、紙袋などは、紙袋に入れて雑誌として廃品回収に出し

ていただきますよう、お願い致します。

また、子供会では、廃品回収に出すのが重くてムリという高齢者の世帯のために、子ども達

が回収に伺う「プロジェクト H」も実施しています。是非、ご利用ください。

⾐川台だより5⽉号（7）
衣川台だより12月号(7)



編集後記

今年は、コロナの影響で春祭り・夏祭り・市⺠運動会・その他各
種スポーツ大会等の⾏事が軒並み中⽌となり寂しい一年でした。例年
であればそれらの様⼦を掲載する予定ですが、今年は防災部の記事、
成安造形大学学⽣寮建設に関する記事、堀内会⻑の記事、秋の清掃に
ついて掲載致しました。 (9組 川田 孝⻁)
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天神川を美しく 秋の清掃に参加しました

2020年度の前半は新型コロナ
ウィルスの感染拡大防⽌の観点か
ら琵琶湖一⻫清掃などの地域清掃
が中⽌になりましたので町のあち
こちが埃っぽい感じでした。

秋の少し新型コロナの影響が弱
まった時期と重なった10月24⽇に、
天神川側道の清掃を⾏なうことが
できました。ボランティアや公園
愛護会の皆様、自治会役員で掃除
をし、すっきりしました


